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はじめに

本書について
本書は、オペレータがトレーニング中または機械操作中に参照するため
のマニュアルとして、作成されています。

注記：本書は、Suprasetterを廃棄処分するまで手元に保管して
ください。

前提条件
オペレータはトレーニングを受けて、Suprasetterについて熟知する必
要があります。

表記規則
本書では次の表記規則を使用します:

• 他の章や段落への参照指示は 青色 (画面上) と 下線で強調して表
示します。

例：タブの "表記規則", ページ 7 を参照。

• メニュー、フォルダ、機能、ハードウェア名、スイッチ位置、シ
ステムメッセージは「」または[ ］で囲みます。

例：スイッチを"オフ"にします。

• メニュー、機能、下位機能は、「>」で区切って表示します。

例："ファイル > 開く"を選択してください。

• 複数のキーを同時に押し続ける場合には、それらのキーをプラス
記号で結び付けて表記します。

例："Alt"+"A"を押します。

�

�
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重要な事項
本文内の重要な箇所の端には記号が付いています。記号の意味は次のと
おりです:

注記：特定のテーマについての一般的または補足的な重要情報が
含まれます。

前提条件：後続の手順を実行するために満たすべき前提条件で
す。

危険

「危険」という注意喚起語は、回避しないと死亡また
は重傷を招く危険性の高い危険を意味します。

警告

「警告」という注意喚起語は、中程度のリスクを伴う
危険を示し、回避しないと、死亡または重傷を負う可
能性があります。

配慮

「配慮」という注意喚起語は、リスクが低く、回避し
ないと軽傷または中程度の傷害を引き起こす可能性の
ある危険を示します。

注意

「注意」という注意喚起語は、物的損害の可能性を示
しています。警告に従わないと、裝置が損傷する可能
性があります。

�

�
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安全上の注意
Suprasetterは、「テクニカルデータ」の章に記載される規格および標準
の安全規則に準拠します。

装置の名称

適切な使用
Suprasetterはオフセット刷版をイメージングするためのレーザーイメ
ージセッターであり、本書に記載される目的以外に使用することはでき
ません。 
規定の範囲から外れる使用はすべて禁止されています。

避けるべき誤った使用方法
Suprasetterの上に、物や液体の入った容器を置かないでください。 
空気孔は開けておいてください。
Suprasetterの上に座らないでください。

名称の種類 名称

販売名 Suprasetter A106

タイプ指定 PU.001.0000
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オペレータの要件
据え付け後、オペレータはHEIDELBERGサービス担当者から、
Suprasetterの操作およびメンテナンス、手入れについて指導を受けま
す。たとえば、後で雇用される従業員向けの詳細な指示は、
Suprasetterのオペレータが確認する必要があります。

一般
Suprasetterは、認定されたサービス担当者によって独占的にセットア
ップされます。設置時には周囲の環境に注意してください。
プリントショップの運営者にとって、作業エリア（Suprasetterが配置
されている場所）の呼吸空気の汚染に関する制限値を遵守することが重
要です。空気交換は、測定されたダストの割合が定期的に制限値を下回
るように設定する必要があります。最先端技術によれば、これは、1時
間あたり8〜10回の空気交換で達成されます。これが設置場所に当て
はまらない場合、オペレーターは追加の抽出装置を設置する必要があり
ます。

サービス作業は基本的に、権限を有する専門担当者だけが実行できま
す。その際、関連の事故防止規定を遵守してください。
安全規定を遵守しないと、事故保険の権利を失う結果になります。

警告

装置を不正に開くことによる生命への危険
取扱説明書に明記されていないハウジング部品の無断
開封や不適切な修理は、ユーザーに重大な危険をもた
らす可能性があります。
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配慮

不適切な取り扱いによる怪我のリスク
刷版は鋭利にすることができます。保護手袋を使わず
にに作業をすると、手を負傷することがあります。

配慮

不適切な取り扱いによる怪我のリスク
以下の負荷を超過しないでください：女性の場合
15 kg、男性の場合25 kg。

警告

安全システムがバイパスされた場合の怪我のリスク
右側上部のサイドパネルを取り外すと見えるキースイ
ッチは、オペレータは使用できません。このスイッチ
はサービス担当者だけが使用できます。
キースイッチによって安全閉回路が無効になります。 
以下の危険が生じるおそれがあります： 
- 機械動作によって挟まれる危険。 
- 感電によるケガの危険。
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緊急機能のある電源スイッチ
メインスイッチ（赤いロータリースイッチ）は、Suprasetterを電源か
ら切断します。
電源スイッチによってSuprasetterが全極で、またあれば該当するロー
ダーも、電源から切断されます。 
危険が生じた場合は、電源スイッチをSuprasetterの非常電源切断スイ
ッチとして使用できます。

非常停止スイッチ
非常停止スイッチは左上のサイドパネルの後ろにあり、メンテナンス中
の緊急時に備えています。危険が発生した場合は、ケーシングを開いた
状態で非常停止スイッチを操作する必要があります。非常停止スイッチ
を作動させると、Suprasetterのあらゆる機械動作が停止し、不可視レ
ーザービームがオフになります。

危険

感電による生命の危険
湿式のクリーニングを行う前には必ず、Suprasetterを
電源から切り離してください。
メイン接続の電源プラグを抜くか、電源スイッチをオ
フにします。
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オン/オフボタン
オン/オフボタンによって、Suprasetterを、運転状態または休止状態
に切り替えます。
たとえば危険が発生した場合に、Suprasetterをメインから完全に切断
するには、裝置の電源を切る必要があります。そのためには、電源スイ
ッチを作動させるか、あれば電源プラグを抜いてください。

注記：装置の電源プラグまたは室内のコンセントには、常に自由
に近づけるようにしてください。

レーザーに関する安全上の注意
レーザーイメージセッターは、クラス1のレーザー装置です。
そのため、Suprasetter内で発生する不可視レーザービームは、保護カ
バーで遮蔽されています。
本書に記載の指示に従って使用する限り、使用者がレーザービームの危
険にさらされることはありません。

危険

感電による生命の危険
電源プラグを抜いたり差し込んだりする際は、決して
濡れた手で触らないでください。コードを引っ張らな
いでください。傷のある電源コードによって漏電や感
電が起こることがあります。電源コードに傷をつけな
いようにしてください。重い物を載せたり挟んだりし
ないでください。

�

�
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Suprasetterで採用されているレーザーシステムは、クラス4 (> 
500 mW)に準拠します。 
ドイツでサービスを提供する会社は、雇用者賠償責任保険協会のドイツ
法定事故保険（DGUV）の規則11に従って、レーザ安全担当者を任命
する必要があります。

注記：サービス作業は、該当業務を目的とした、レーザー保護管
理者による講習を受けた、弊社サービス担当者だけが実行できま
す。

サクション装置での作業
HEIDELBERGが推奨する刷版メーカーは、自社の刷版を使用する際に
放出される可能性のある有害物質には、危険性がないと述べています。
必要であれば刷版メーカーに注意事項を問い合わせ、これに従ってくだ
さい。HEIDELBERGが推奨する刷版のリストにない刷版を使用する場
合は、刷版メーカーに必ず注意事項を問い合わせ、これに従ってくださ
い。
基準値リストに記載される設定値を超えないでください。そうしない
と、燃焼生成物が増加する可能性があります。

配慮

燃焼生成物による健康被害
サクション装置で作業（フィルタ交換、ホース交換）
を行う際に、燃焼生成物に触れたり吸引したりするこ
とにより、健康被害が生じるおそれがあります。
- 保護手袋および呼吸保護マスクを着用してください。

�

�
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注記:
• 燃焼生成物を、水で湿らせた布で除去します。シリコンを含む燃

焼生成物の場合は、イソプロパノールで湿らせた布を使用してく
ださい。

• 適切な掃除機（クラスL以上の業務用掃除機）があれば、これを
クリーニングに使用してください。

• 埃を固着（湿らせるなど）させずに掃く、設備やフィルタに堆積
した埃を吹き飛ばすなどの行為は、基本的に禁止されています。

• 製品によって汚れた使用済みフィルタ、手袋、スポンジ、クロス
は、密閉して蓋付きのゴミ箱に廃棄してください（廃ペンキと同
じ取扱い；EU圏内では廃棄物コード150202にもとづく）。

吸引装置を取り外した後は、使用したホースおよびレーザーモジュール
とフィルタハウジング間の接続部品も、 家庭ゴミと類似の事業ゴミとし
て廃棄してください。
廃棄に関する注意点は、必要であれば最寄りのゴミ処理業者に問い合わ
せてください。

注文番号 資材（50個入り）

00.760.1461/ 使い捨て手袋　Sサイズ

00.760.0477/ 使い捨て手袋　Mサイズ

00.760.0478/ 使い捨て手袋　Lサイズ

00.760.0479/ 使い捨て手袋　XLサイズ

注文番号 材質

00.760.1341/ 3M呼吸保護FFP2マスク、排気弁付き



はじめに

16 01/2024

サービスとメンテナンス
サービス作業はHEIDELBERGから権限を与えらえた人員だけが実行で
きます。その際、関連の事故防止規定を遵守してください。

警告

不適切な取り扱いによる怪我のリスク
「サービスとメンテナンス」および「トラブルシュー
ティング」の章に記載される作業を行う場合を除き、
カバーまたはその他のハウジング部品を取り外さない
でください。カバー等を外す場合は、決められた作業
手順を守ってください。
さもないと、不可視レーザービームまたは生命にかか
わる感電によって負傷するおそれがあります。

警告

レーザ放射による怪我のリスク
ここで指定されている以外の装置の操作や調整、また
はその他の手順を実行すると、不可視レーザビームか
らの危険な放射線被曝につながる可能性があります。
使用者は、本書に記載される作業を行う際、必ず定め
られた手順を守る必要があります。不可視レーザ放射
に対する保護は、カバーまたは安全回路によって保証
されます。
正しく操作すればレーザー保護眼鏡は不要です。
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安全回路
Suprasetterには、安全のために安全回路が装備されています。入力テ
ーブルを取り外すなどして安全回路が中断されると、すべての機械的動
作が停止し、露光ヘッド内の不可視レーザビームがオフになります。

安全回路の検証
DIN EN ISO 13849-1によると、操作担当者の安全のために、
Suprasetterの安全機能を定期的にチェックする必要があります。

安全回路の自動検証
この定期的なチェックは、次の基準に従って自動的にトリガーされま
す。

• Suprasetterの電源を入れるとき

• 特定のエラー修正(Error Correction)を実行するとき

• 新しい刷版シーケンスの開始の24時間前に機械が稼働し、待機時
間が短い場合

起動すると、CTPユーザーインターフェイスにウィンドウが表示され、
安全回路の検証が示されます。

危険

安全システムがバイパスされた場合の怪我のリスク
安全回路はいかなる状況でもブリッジしないでくださ
い。ブリッジしないと、不可視レーザビームによる怪
我、可動部品による押しつぶし、または感電による生
命にかかわる怪我が発生する可能性があります。
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注記：安全回路の確認中は、刷版を露光することはできません。

検証が完了するとすぐに（これには数分かかる場合があります）、ウィ
ンドウは自動的に閉じます。

安全回路の手動検証
オペレータは、たとえば生産の適切な時期が許せば、24時間（"期間
", ページ 19を参照）の期限が切れる前であればいつでも安全回路のチ
ェックを進めることができます。

安全回路の検証を起動する

ユーザーインターフェイスでこのボタンをクリックし、追加
の検証を行った後、安全ループのチェックを開始します。

�

�
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期間

プリプレスシステムとオペレーターのための
ESD保護対策

基本的なこと
Heidelberger Druckmaschinen AGの装置は、静電気放電を防止します
（EN 55024:2016-05の制限内）。
装置と操作担当者をこの放電から守るために、ここに放電の頻度と高さ
を減少させるための注意を示します。

静電気の発生
プリプレス環境でこの物理現象が発生するのは、多くの場合が摩擦電気
の発生が原因です。このような場合の静電気は、密接に接触していた物
体同士が離れた場合に発生します。
例：

• 非電導性の床の上を歩く（例：合成床面）

• プレートから合い紙を取り除く

• 椅子から立ち上がる

注意

点検中は露光タスクを処理できません！つまり、装置
内にプレートが存在してはならず、ジョブの処理待ち
もできません。事前に処理を停止してください。

安全回路の次の定期テストまでの時間がここに表示
されます。
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帯電の強さは、基本的に以下の要因で決まります。
• 湿度

• 材質表面の粗さ

• 接触時の接触圧や接触面積

• 材質の電気伝導性

ヒント
以下のヒントは、装置を操作する際に発生する静電気の放電量や強さを
減少させるのに役立ちます。

• 伝導性の敷物を床に敷いた部屋に装置を設定します。

• 接地抵抗は 1x109 Ohm より小さくします(IEC/EN 61340-5)。多く
の場合、合成繊維のカーペットはこの規格に準拠しません。混合
物のないコンクリート製の床は、一般に低い抵抗値を示します。
非伝導性の敷物を敷く必要がある場合は、一般的に流通している 
ESD マットを、装置のオペレータ側の前に敷くことをおすすめし
ます。ただし、この場合、帯電した電荷はオペレータが履いてい
る靴にだけ影響して徐々に減少していきます。作業者の安全のた
めに、床の接地抵抗は 105 Ohm を下回らないようにする必要があ
ります。

• 設置場所の相対湿度は、45 %を下回らないようにする必要があり
ます。空気湿度を高く保つことは、静電気の帯電を防ぐ大変重要
な要因です。例えばカーペットを擦ると、相対湿度10～20 %で
最大35,000 Vが発生します。相対湿度65～90 %ではこの数値
が1,500 Vに低減されます。

• 木綿の使用率が50 %を超える衣類。

• 電気伝導性の椅子。

• 伝導性のある床材を使用し、ESDの靴を履くと、床を歩くときに
帯電がさらに減少します。
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規格/出典元
詳細については、以下を参照してください：

• IEC/EN 61340-5 (「Protection of electronic devices from 
electrostatic phenomena - General Requirements」（「静電気現象
からの電子装置の保護 - 一般要求事項）)

• Electrostatic Discharge Association 
https://www.esda.org/

• Electrostatic Society of America 
https://www.electrostatics.org

HEIDELBERG online
弊社製品についてもっと知りたい、
ワークフローを改善したいとお考えのお客さまは、
ぜひ弊社ホームページをご覧ください。URL：
www.heidelberg.com 

https://www.heidelberg.com/
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はじめに

装置および機能について
Suprasetterは、PostScript互換の高速コンピュータートゥプレートイ
メージセッターです。 
本装置ではサーマルプレートを明室操作でイメージングします。
Suprasetterは、プレートにイメージングするために、RIPから絵柄デ
ータを受け取ります。プレートは挿入テーブルに手で置くか、またはロ
ーダーからロードされます。Suprasetterは自動でドラムにプレートを
ロードし、イメージングおよびパンチ処理後（オプション）、挿入テー
ブルに戻します。あるいは、オンライン自動プロセッサに接続されてい
る場合はイメージング済プレートを自動プロセッサに直接送ります。

挿入テーブル
オン/オフボタン

メインスイッチ

ステータス表示

エンターキー
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空調条件 
Suprasetterが空調されていない室内にある場合は、各分版のイメージ
ングを連続して次々に行う必要があります（最長20分以内）。分版を
単独で後からやり直すと、見当ズレが生じる可能性があります。

ステータス表示
Suprasetterのステータス表示は、左右の領域に分かれています。
イベントは、次の形式のステータス表示で表されます。

ステータス表示 動作

スタートアップ：

Suprasetterはソフトウェアを起動し、ハードウェ
アを初期化します。 
両側のステータスLEDで同時に、通常の操作が可
能になるまで、下から上に向かってレベルが表示
されます。

スタンバイ：

Suprasetterはプレートをイメージングする準備が
できていますが、イメージング中ではありません。

すべてのLEDが点灯しています。

通常操作：

Suprasetterは現在、刷版を露光しているか、そう
でなければアクティブです。たとえば、オンライ
ン現像機で刷版をアンロードしたり、オートロー
ダーから刷版をロードしたりします。

最上部のLEDが同時に点滅します。
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エラー：

ユーザーによって解決可能なエラーが発生しまし
た。

各レベルのLEDが左と右で交互に点滅します。さ
らにブザーでエラー状態を知らせます。

Suprasetterのユーザーインタフェースを見て、エ
ラーの詳細を調べてください。

待機：

Suprasetterは「それ自体を待つ」（たとえば、作
動温度に達するまで）か、接続された裝置（オン
ライン現像機またはカセットユニット）を待ちま
す。

上部のランプが交互に点滅します。オペレータの
介入が必要な場合は、さらにブザー音が鳴ります。

プレート待ち：

必要なプレートの挿入を要求されます。

最下部のLEDが同時に点滅します。短いブザー音
もなります。

プレート除去準備の完了：

イメージングされたプレートが排出される3秒前
に、ブザー音がお知らせます。さらに、真ん中の
LEDが同時に点滅します。

プレートが出てくると、再び短いブザー音が鳴っ
て、プレートの取り出しが可能なことをお知らせ
します。
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メインスイッチ
メインスイッチを使用して、メンテナンス作業などのために
Suprasetterをメインから切断できます。電源スイッチが「I」になって
いる場合のみ、Suprasetterをオンにできます。

オン/オフボタン
オン/オフボタンでできること： 

• Suprasetterをオンにする、タブの "Suprasetterのスタートアップ
", ページ 32を参照。

• Suprasetterをオフにする、タブの "Suprasetterのシャットダウン
", ページ 34を参照。

• 誤動作が発生した後などに鳴る音響信号をオフにします。

プレートの使用に関する注意事項
Suprasetterでは、HEIDELBERGが適正と認め許可したプレートしか使
用できません。
また、これに付属し同じく適正と認められて許可された合紙しか、
Suprasetterでは使用できません。
許可されていないプレートおよび合紙の使用は、Suprasetterの機能に
支障をきたすおそれがあります。
Suprasetterにサクション装置が装備されている場合は、剥離式プレー
トを使用する際にこれを有効にする必要があります。非剥離式のプレー
トでも、サクション装置を有効にすることを推奨します。

注記：サクション装置を有効にする方法は、CTPユーザーインタ
フェースのオンラインヘルプに記載されています。

�

�



はじめに

Suprasetter  A106 –  ユーザーズガイド 27

パンチシステム
オプションで、Suprasetterに様々なパンチシステムを装備することが
できます。 
パンチシステムはSuprasetter内部にあり、イメージング後、プレート
がアンロードされる前にパンチングを行います。

以下のパンチギャップが設定可能です：
• QM 46用の220 mmギャップ

• GTOおよびSM 52/75用の425 mmギャップ

• Komori用の550 mmギャップ

• SM 106用の780 mmギャップ

• Komori 44用の830mm

装置 パンチシステムの
最大数

システムごとの最大パ
ンチ数

Suprasetter A106 4 8
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1 据え付けに関する注意事項

Suprasetterの輸送
Suprasetterの輸送は、HEIDELBERG社から正式に委託を受けた業者だ
けが行います。輸送業務にあたることができるのは、認定資格を持つ人
員のみです。輸送の際は、該当する輸送規定に留意する必要がありま
す。

Suprasetterの設置
Suprasetterの設置は、認定資格を持ったサービス担当者が行ってくだ
さい。設置時には周囲の環境に注意してください。

• 設置場所は清潔に保つ必要があるため、用紙を印刷している場所
や用紙の製本加工工場では、Suprasetterを使用しないでくださ
い。

• 設置場所の床は、水平かつ堅牢である必要があります。

• 適切に換気を行いサービス作業をスムーズに実施できるよう、据
え付け時には、サイドパネルと壁やその他の物体との間隔を十分
にとってください。 
（最低間隔は据え付け説明の図を参照してください。）

• Suprasetterは空調装置の近くに設置しないでください。また、湿
気や直射日光から保護してください。

注意：最初の設置作業は、弊社のサービス担当者が行います。こ
の設置作業には、Suprasetterをパレットから持ち上げて降ろす
作業と、輸送用保護具の取り外しも含まれます。

�

�
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自動安全装置
自動安全装置は、右側のサイドパネルの裏側にあります。自動安全装置
が作動したら、タブの "自動安全装置をオンにする", ページ 45に記載
される手順に従ってください。修理はサービス担当者だけが行うことが
できます。

ユーザーインタフェースの言語選択
1. ［装置に移動］ボタンをクリックします。
2. 縦方向メニューバーで［オプション］を選択します。
3. ［その他］タブを選択します。
4. ［言語］で、希望する言語を選択します。
5. ［適用］をクリックします。ユーザーインタフェースが選択した言

語に切り替わります。
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2 操作

Linuxオペレーティングシステムでのオ
ン/オフ規則
Linuxオぺレーティングシステム搭載のSuprasetterを起動するために
は、オン状態のワークステーション（PC）が必ず必要です。
SuprasetterのソフトウェアはPC上にあり、起動時にSuprasetterに伝
送されます。そのため、SuprasetterはPCなしでは使用できません。 
定められたオン/オフ時の順序は必ず順守する必要があります。このル
ールを守らないと、装置間のコミュニケーションで、予期しないエラー
や問題が生じるおそれがあります。このようなエラーや問題は、以下の
ルールに基づくSuprasetterの正しいオフ/再オン操作によってのみ解
決可能です。

スイッチオンシーケンス
1. ワークステーション（PC）をオンにし、Prinectアカウントにロ

グインし、CtP User Interfaceを起動します。
2. CtP User Interfaceが完全に起動するまで待ちます。
3. Suprasetterをオンにします。

スイッチオフシーケンス
1. CtP User InterfaceまたはSuprasetterのボタンを使用して

Suprasetterをオフにします。
2. Suprasetterの電源が完全にオフになるまで待ちます。
3. ワークステーション（PC）をオフにします。
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注記：Suprasetterなしでワークステーション（PC）が必要な場
合（Job Transferなど）、Suprasetterを再起動する前にPCを再
起動することをお勧めします。Suprasetterは、ワークステーシ
ョン（PCの）再起動時にオフ状態でなければなりません。

Suprasetterの自動タイマーモードでは、ワークステーション
（PC）をオンにしておく必要があります。PCを自動タイマーモ
ードの前に再起動することをおすすめします。Suprasetterは、
ワークステーション（PCの）再起動時にオフ状態でなければな
りません。

ワークステーション（PC）の再起動
Suprasetterは、PCの再起動時にオフ状態でなければなりません。

Suprasetterのスタートアップ

手動スタートアップ
前提条件: 挿入テーブル上にプレートがない。 

操作:
1. 電源スイッチを「I」に切り替えます。
2. Suprasetterのオン/オフボタンを最後まで押し下げて、もう一度

離します。
Suprasetterの電源がオンになりましたが、作動温度に達するまでに約
15分（設置場所の温度によってはそれ以上）かかります。
プレートの挿入および除去以外の操作は、ワークステーションで行いま
す。

�

�
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自動スタートアップ
注記：Suprasetterの電源を入れてから作動温度に達するまでに
約15分（設置場所の温度によってはそれ以上）かかります。そ
のため、シフト開始の30分前など、特定の時間にSuprasetterの
電源を入れることができる自動スイッチオン機能を備えていま
す。スイッチオン時間はワークステーションで設定されます。

前提条件:  
- Suprasetterのメインスイッチは位置Iにあります。 
- Suprasetterのユーザーインターフェイスが開始されました。

操作：
1. Suprasetterのユーザーインタフェースで［装置］ボタンをクリッ

クします。
2. 縦のメニューバーで、「構成」をクリックします。
3. 「タイマー」のタブを選択します。
4. 「タイマーを有効化」を選択します。

オン/オフボタン

メインスイッチ

�

�
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5. 「計画」の下の「設定」フィールドで、必要なスイッチオンリズ
ムを設定します。

6. 「開始時間」の下の「設定」フィールドで希望のスイッチオン時
間を設定します。

注記：「スケジュール」で「一度限り」を選択した場合、スター
トアップ時刻だけではなく、「一度限りの予定日」で、望みのス
タートアップ日も設定できます。

7. 「適用」をクリックします。スタートアップ時刻が保存され、その
時刻にSuprasetterの電源がオンになります。

 Suprasetterのシャットダウン

Suprasetterをシャットダウンする方法は2つあります：
• ワークステーションのユーザーインタフェースからシャットダウ

ンする。

• Suprasetterのオン/オフボタンでシャットダウンする。

注意

結露によってSuprasetterが損傷しないようにするに
は、電源を切ってから少なくとも12時間、必要な周囲
条件（技術データの章を参照）を遵守する必要があり
ます。

�

�
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ワークステーションのユーザーインターフェイ
スを使用して、シャットダウンする

1. Suprasetterのユーザーインタフェースで［レコーダをシャットダ
ウン］ボタンをクリックします。
「確認」のウィンドウが表示されます。

2. 「確認」のウィンドウで、「はい」をクリックします。
Suprasetterがシャットダウンされます。

3. クリーニングやメンテナンス作業を行う場合は、電源スイッチを
「0」に切り替えます。

4. ワークステーション（PC）をオフにします。

注意

ここで説明するスイッチオフシーケンスに従うことが重
要です。Suprasetterを電源スイッチで直接シャットダ
ウンすると、Suprasetter内部にダメージを与えるおそ
れがあります。
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Suprasetterのオン/オフボタンでシャットダウ
ンする。

1. シグナルが鳴るまで、電源オン/オフスイッチを約 3 秒程押してく
ださい。

2. 次に、電源オン/オフスイッチを放します。
3. 電源オン/オフスイッチをもう一度押します。

Suprasetterがシャットダウンされます。

注記：手順3を実行する前に信号がもう一度鳴った場合は、スイ
ッチオフプロセスを最初から開始する必要があります。

4. クリーニングやメンテナンス作業を行う場合は、電源スイッチを
「0」に切り替えます。

5. ワークステーション（PC）をオフにします。

注意

ここで説明するスイッチオフシーケンスに従うことが重
要です。Suprasetterを電源スイッチで直接シャットダ
ウンすると、Suprasetter内部にダメージを与えるおそ
れがあります。

�

�
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注記：Suprasetterの自動タイマーモードでは、ワークステーシ
ョン（PC）をオンにしておく必要があります。 
自動スイッチオンによってSuprasetterのスイッチをオンにする
場合、たとえばシフトの開始前に、メインスイッチを位置Iに設
定する必要があります。

Suprasetterのオン/オフボタンですばやくスイ
ッチを切る
Suprasetterがエラー修正状態（数分かかる場合があります）の場合、
スイッチオフシーケンスに入った後すぐにスイッチをオフにすることは
できません。ただし、電源オフシーケンスを再度入力すれば、強制的に
クイックシャットダウンできます。
1. シグナルが鳴るまで、電源オン/オフスイッチを約 3 秒程押してく

ださい。
2. 次に、電源オン/オフスイッチを放します。
3. 電源オン/オフスイッチをもう一度押します。

オン/オフボタン

メインスイッチ

�

�
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電源オフ操作を繰り返します：
4. シグナルが鳴るまで、電源オン/オフスイッチを約 3 秒程押してく

ださい。
5. 次に、電源オン/オフスイッチを放します。
6. 電源オン/オフスイッチをもう一度押します。

Suprasetterがエラー修正を中断し、シャットダウンします。

注意：ここでも、作業手順3または6を実行する前に信号がもう
一度鳴った場合は、スイッチオフプロセスを繰り返す必要があり
ます。

感材の取り扱い
プレートを取り扱う際は以下のことに注意してください：

• プレートの乳剤面に手で触れないでください。指紋がプレートに
残り、印刷品質を低下させるおそれがあります

• プレートは非常に傷つきやすい性質です。そのため、プレートを
重ねる場合は必ず、擦り合わないように合紙を使用してください。

• 明らかに損傷した刷版をSuprasetterにロードしないでください。
これにより、Suprasetterが誤動作する可能性があります。

配慮

不適切な取り扱いによる怪我のリスク
刷版は鋭利にすることができます。保護手袋を着用し
てください。ケガを回避してください。

�

�
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材料の保管
露光前、露光後、現像後の刷版の保管には、さまざまな要件が適用され
ます。これについては、それぞれの刷版メーカーに問い合わせることが
できます。

プレートの手動ロード
注記：Suprasetterにプレートを挿入できるのは、ステータス
LEDの下部が点滅し、ロードボタンが点灯しているときだけで
す。プレートを挿入する際は、最初に挿入ローラーが開きます。
このとき、短いブザー音がなります。

�

�

下部が点滅

ロードボタンが点灯
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1. 保護手袋を着用してください。
2. パッケージからプレートを取り出します。
3. プレートを保護している合紙や保護材をすべて取り除きます。

4. 毛羽が出ない布でプレートの埃を除去します。

注記：一般に、パンチされた刷版は、「トランジットモード」
で、つまりSuprasetterからオンライン開発マシンに直接、パン
チされていない側を最初にしてSuprasetterにロードする必要が
あります。

5. 乳剤面を上にして刷版を挿入テーブルの中央（±30mm）に置きま
す。

配慮

不適切な取り扱いによる怪我のリスク
刷版は鋭利にすることができます。保護手袋を着用し
てください。ケガを回避してください。

注意

プレートをSuprasetterにロードする前に、両面に付い
ている合紙や保護材をすべて丁寧に剥がしてください。
レーザビームがこの材料に点火し、Suprasetter内で火
災が発生する可能性があります。

�

�
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6. 刷版の後端が入力テーブルの目盛りと同じ高さになるように、刷
版をSuprasetterに押し込みます。

7. ロードボタンを押します。Suprasetterにプレートが挿入されま
す。このとき、短いブザー音がなります。
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注記：Suprasetterにプレートがロードされ、角度が確認されま
す。挿入時にプレートが傾き過ぎている場合、プレートは直ちに
挿入テーブルに戻されます。3つの音響信号が聞こえ、エンター
キーのランプが点滅します。刷版を真っ直ぐに直してからロード
をやり直す必要があります。

注記：プレートが真っ直ぐに挿入されると、Suprasetterはプレ
ートの長さを確認します。長さが間違っている刷版が挿入されて
いる場合、刷版はすぐにインフィードテーブルに戻されます。3
つの音響信号が聞こえ、エンターキーのランプが点滅します。
Suprasetterからプレートを取り除き、正しい長さのプレートを
使ってロードをやり直す必要があります。

エンターキー

�

�

�

�
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プレートの取り出し
イメージング後、挿入テーブルの上部分からプレートを取り出すことが
できます。 

注記：イメージングされたプレートが排出される3秒前に、ブザ
ー音がお知らせます。さらに、真ん中のLEDが同時に点滅しま
す。 
プレートが出てくると、再び短いブザー音が鳴って、プレートの
取り出しが可能なことをお知らせします。

1. 保護手袋を着用してください。
2. 以後の処理のために、Suprasetterからプレートを取り出します。

トラブルシューティング
誤作動の場合は、Suprasetterでブザーが鳴り、ユーザーインタフェー
スにエラーメッセージが表示されます。
1. 「レコーダからのエラーメッセージ」ボタンをクリックします。

配慮

不適切な取り扱いによる怪我のリスク
刷版は鋭利にすることができます。保護手袋を着用し
てください。ケガを回避してください。

�

�
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以下のヘルプ情報が表示されます：
• ｴﾗｰ番号

• エラーの説明

• エラーの解決策

2. 解決方法に従ってエラーを解決してください。
3. ［エラーを修正］ボタンをクリックします。

すると、Suprasetterが初期の状態に戻り、エラーにより中断されてい
た機能を再開できます。

注意

ドラムにプレートを不適切にロードした後のエラー修正
中に異常音が聞こえた場合は、Suprasetterの電源をオ
フにしないでください。エラー修正を最後まで実行させ
てください。エラー修正をキャンセルすると、
Suprasetterがサービスサポートでしか解決できない未
定義の状態に設定されてしまいます。

注意

ローダーのエラー時には、ローダーが3D表示上で赤色
で表示されます。平行してイメージングも実行中の場合
には、イメージングが完了し、Suprasetterがエラー状
態に切り替えられてから、エラー修正を実行することが
できます。待たずにエラー修正を実行すると、イメージ
ングが中止され、不明瞭な状態が原因でシステムの再起
動が必要になるおそれがあります。
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 自動安全装置をオンにする
誤作動によって自動安全装置が作動した場合は、エラーを解決した後
に、自動安全装置を再びオンにする必要があります。その場合は以下の
手順で行います：
1. 右側のサイドパネルを取り外します。

その下にあるキースイッチは、使用者が作動しないでください。
キースイッチはサービス担当者だけが作動できます。

警告

安全システムがバイパスされた場合の怪我のリスク
キースイッチによって安全閉回路が無効になります。 
以下の危険が生じるおそれがあります： 
- 機械動作によって挟まれる危険。 
- 感電によるケガの危険。
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2. 作動した自動安全装置をオンにします。

サイドパネル

自動安全装置 (5x) F5
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3. 自動安全装置をオンにできない場合は、エラーを解決するために
メンテナンスサービスに連絡してください。

注記：Autoloaderを使用しない場合、自動安全装置F5はオフの
ままです。

4. サイドパネルを元に戻します。

�

�

サイドパネル
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3 サービスとメンテナンス

一般情報
この章では、ユーザーが実施すべきメンテナンス作業について説明しま
す。また、Suprasetterのハウジング内には、ユーザーによるメンテナ
ンスが必要な部品はありません。

基本的にメンテナンス作業は権限のある専門担当者によってのみ行われ
ることが許されています。その際、関連の事故防止規定を遵守してくだ
さい。
安全規定に違反すると、事故保険の対象外となることがあります。
本章に記載のオペレータが行うメンテナンス作業に加え、保証期間中で
も、メンテナンスサービスによるその他のメンテナンス作業が必要で
す。これらのメンテナンス作業は保証内容には含まれません。
Suprasetterのユーザーインタフェースには、こうしたサービスについ
て知らせるメッセージが表示されます。お近くの弊社サービス担当者ま
でご連絡ください。

警告

デバイスを不正に開くことによる生命危険
装置を誤って開いたり、不適切な修理をすると、オペ
レータに危険を及ぼすことにもなります。
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Suprasetterのクリーニング

Suprasetterの表面は、乾いた布で拭くことができます。 
汚れがひどい場合は、洗剤に浸してかたく絞った布で拭いてください。 
Suprasetterの内部に液体が入らないよう、またSuprasetter背面の接
続部を濡らさないよう気をつけてください。 
研磨剤入りの洗剤または洗剤溶液を使用しないでください。

イメージングドラムのクリーニングロ
ーラーのクリーニング
クリーニングローラーのクリーニングを要求するメッセージが表示され
ます。
清掃周期：プレート1000枚
イメージングドラムのクリーニングローラー用洗剤：

• クリーニングクロス HITECLOTH、注文番号 PP.00124656

1. Suprasetterのユーザーインタフェースで、［管理 >メンテナンス 
> モニタ中］を選択して［カバーを開ける］ボタンをクリックし
ます。

警告

感電による生命の危険
湿式のクリーニングを行う前には必ず、Suprasetterを
電源から切り離してください。
メイン接続の電源プラグを抜くか、電源スイッチをオ
フにします。
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挿入テーブルはロックされていませんが、許可される時点で開くため
に、［カバーを開ける］ボタンを押します。

注意：［カバーを開ける］ボタンは、イメージングを実行中でな
い場合、つまりイメージングドラムが回転していない場合のみ有
効です。Suprasetterは、挿入テーブルを取り外すとエラー状態
になります。

2. 挿入テーブルの上部の端を持って手前に引きます。

注意

動作中に挿入テーブルを取り外すと、Suprasetterはエ
ラー状態になります。そうなるとイメージングが中断さ
れ、プレートが正しくイメージングされない可能性があ
ります。

�

�

挿入テーブル
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3. 挿入テーブルをSuprasetterから持ち上げ、テーブルに慎重に置き
ます。

注意：パンチ機能はオプションで内蔵されます。 

注意

露出したパンチモーターと電子基板には手を触れないで
ください。パンチモーターと電子基板は、挿入テーブル
のロックを解除すると電源が切れるためユーザーに危険
はありませんが、機械が故障する可能性があります。

�

�
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4. Suprasetterからパンチ屑コンテナを取り出します。

パンチ屑コンテナ

パンチモーター
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5. クリーニングローラーの両方の軸受にあるレバーロックを開きま
す。

6. クリーニングローラーをSuprasetterから外します。その際、ロー
ラーを損傷しないように気を付けてください。

7. 液体せっけんとぬるま湯で湿らせたクロスを使って、ローラーを
クリーニングします。

8. クリーニング用クロスでローラーの水気を拭き取ります。
9. クリーニングローラーを再びSuprasetterに取り付けます。ローラ

ーが軸受に正しく取り付けられ、破損がないことを確認してくだ
さい。

注意

研磨剤入りまたは傷を付ける恐れのある洗剤や清掃器具
は使用しないでください。

左右のレバーロックを開く

クリーニングローラー
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10. クリーニングローラーの両方の軸受にあるレバーロックを閉じま
す。レバーロックは完全に閉じてください。

11. パンチ屑コンテナを再び取り付けます。

左右のレバーロックを閉じる

クリーニングローラー

パンチ屑コンテナ
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12. 毛羽が出ない布でもう一度、クリーニングローラーを乾拭きしま
す。

13. 挿入テーブルの下部の端をガイドに取り付けます。

挿入テーブル
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14. 挿入テーブルを前方に押し、マグネットに付くまで押し込みます。

15. Suprasetterのユーザーインタフェースで、［管理 > メンテナンス 
> モニタ中］を選択し、［メンテナンス完了］カラムで［クリーニ
ングローラー］のチェックボックスをクリックします。［次回メン
テナンス］カラムのプレート数が初期値にリセットされます。

16. ［適用］をクリックし、質問に［はい］で肯定応答します。クリ
ーニングローラーをクリーニングするメンテナンス間隔が最初か
ら始まります。

17. Suprasetterのエラー状態を解決するには、トラブルシューティン
グを実行してください。タブの "トラブルシューティング", ペー
ジ 43を参照。
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パンチ屑の除去 
Suprasetterにオプションでパンチシステムが装備されている場合は、
一定の間隔でパンチ屑を取り除くようにメッセージが表示されます。そ
の場合は以下の手順で行います：
メンテナンス間隔：2000パンチ
1. Suprasetterのユーザーインタフェースで、［管理 >メンテナンス 

> モニタ中］を選択して［カバーを開ける］ボタンをクリックし
ます。

挿入テーブルはロックされていませんが、許可される時点で開くため
に、［カバーを開ける］ボタンを押します。

注意：［カバーを開ける］ボタンは、イメージングを実行中でな
い場合、つまりイメージングドラムが回転していない場合のみ有
効です。Suprasetterは、挿入テーブルを取り外すとエラー状態
になります。

注意

動作中に挿入テーブルを取り外すと、Suprasetterはエ
ラー状態になります。そうなるとイメージングが中断さ
れ、プレートが正しくイメージングされない可能性があ
ります。

�

�
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2. 挿入テーブルの上部の端を持って手前に引きます。

3. 挿入テーブルをSuprasetterから持ち上げ、Suprasetterの横に慎
重に置きます。

挿入テーブル
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4. Suprasetterからパンチ屑コンテナを取り外し、コンテナを空にし
ます。

注意：パンチ屑は、家庭ゴミとして廃棄することはできません。
パンチ屑は、廃棄するプレートと一緒に、最寄りのゴミ処理業者
に処理を依頼してください。

5. パンチ屑コンテナを再び取り付けます。

注意

露出したパンチモーターと電子基板には手を触れないで
ください。パンチモーターと電子基板は、挿入テーブル
のロックを解除すると電源が切れるためユーザーに危険
はありませんが、機械が故障する可能性があります。

�

�

パンチ屑コンテナ

パンチモーター
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6. 挿入テーブルの下部の端をガイドに取り付けます。

7. 挿入テーブルを前方に押し、マグネットに付くまで押し込みます。

挿入テーブル
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8. Suprasetterのユーザーインタフェースで、［管理 > メンテナンス 
> モニタ中］を選択し、［メンテナンス完了］カラムで［パンチ
屑］のチェックボックスをクリックします。
［次回メンテナンス］カラムのパンチ数が初期値にリセットされま
す。

9. ［適用］をクリックし、質問に［はい］で肯定応答します。
パンチ屑を除去するメンテナンス間隔が最初から始まります。

10. Suprasetterのエラー状態を解決するには、トラブルシューティン
グを実行してください。タブの "トラブルシューティング", ペー
ジ 43を参照。

エアフィルタの交換
エアフィルタの交換を要求するメッセージが表示されます。
メンテナンス間隔：1000時間
フィルタマットの注文番号：PL.517.0501
1. 右側のサイドパネルを取り外します。

警告

安全システムがバイパスされた場合の怪我危険
キー操作スイッチは、オペレータは使わないでくださ
い。これを使えるのは、サービス担当者に限られてい
ます。 
キースイッチによって安全閉回路が無効になります。 
以下の危険が生じるおそれがあります： 
- 機械動作によって挟まれる危険。 
- 感電によるケガの危険。
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2. エアフィルタケースのカバーを外します。

サイドパネル

カバー
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3. フィルタは汚れているので、保護手袋を着用してください。
4. フィルタケースからエアフィルタを取り外し、新しいエアフィル

タと交換します。 

注意：コーティングされた面を装置の内側に向けてください。 

5. 古いエアフィルタは、家庭ゴミと類似の事業ゴミとして廃棄して
ください。ゴミ処理の詳細については、近くのゴミ処理業者に問
い合わせてください。

エアフィルタ

�

�
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6. カバーをフィルタケースに戻します。

カバー
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7. サイドパネルを元に戻します。

8. Suprasetterのユーザーインタフェースで、［管理 > メンテナンス 
> モニタ中］を選択し、［メンテナンス完了］カラムで［エアフィ
ルタ］のチェックボックスをクリックします。
［次回メンテナンス］カラムの時間数が初期値にリセットされま
す。

9. ［適用］をクリックし、質問に［はい］で肯定応答します。
エアフィルタを交換するメンテナンス間隔が最初から始まります。

サイドパネル
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4 テクニカルデータ

Suprasetter A106

寸法 (mm) W x D x H 2150 x 1494 x 1536

重量 約900 kg

本体電源 200 V - 240 V 単相接続

電源周波数 50/60 Hz

定格動作電流 最大5 A 
典型値 < 4 A 
スタンバイ：0.2 A 
DCL付きなら最大
6 A

単相接続

消費電力 スタンドアロンなら< 1000 W 
DCL付きなら< 1200 W

放射熱量 約 3600 kJ/h 

圧縮空気接続 最小6 bar / 90 PSI 
最大8 bar / 120 PSI

乾燥したオイルフリーの
圧縮空気 
残留粒子サイズ ≤ 5µm

必要な風量 100 l/min

環境条件（動作時） 温度 +17 ℃ ～ +27 ℃

空気圧 700 mbar～1060 mbar

相対湿度 40 % ~ 70 % 
結露なし

環境条件（輸送時） 温度 -10 ℃ ～ +50 ℃

空気圧 250 mbar～1060 mbar

相対湿度 10 % ~ 85 % 
結露なし
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発生音量 < 70 dB (A) 作業場関連の値

プレートサイズ 最大 930 mm x 1060 mm

最小 370 mm x 323 mm

プレート厚さ 0.15 mm から 0.35 mm

解像度 1000 Pixel/cm (2540 dpi)
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保護および安全規格

規格および標準
Suprasetterは以下の安全性規格に準拠しています。

注記: 装置製造時に有効な出力が適用されます。認証およびマー
クは装置の銘版を参照してください。

一般

レーザーに関する安全上の注意
レーザのラベルと位置については、この章の最後にあるラベルの概要を
参照してください。

ドイツ製品安全法（ProdSG） （ドイツ）
機械指令 （ヨーロッパ）
低電圧指令 （ヨーロッパ）
EMC指令 （ヨーロッパ）
電磁両立性法（EMVG） （ドイツ）

DGUV 規制 11 （ドイツ）
EN 60825-1 （ヨーロッパ）
IEC 60825-1 （国際）
21 CFR 1040 （アメリカ合衆

国）

�

�
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機械的セキュリティ

電気に関する安全性

ノイズ放射（妨害電波と妨害電圧）

EN ISO 12100 （ヨーロッパ）
EN 1010-1/2 （ヨーロッパ）
IEC 68-2-6 （国際）
IEC 68-2-27 （国際）

EN ISO 13849-1 （国際）
EN 60204-1 （ヨーロッパ）
IEC 60204-1 （国際）
EN 62368-1 （ヨーロッパ）
IEC 62368-1 （国際）
UL 62368-1 （アメリカ合衆

国）
CSA C22.2 No.62368-1 （カナダ）

EN 55032、限度値B （ヨーロッパ）
CISPR 22、クラスB （国際）
FCC CFR 47, Part 15, Subpart B, Class A （アメリカ合衆国）
ICES-003, Class A （カナダ）
EN 61000-3-2 （ヨーロッパ）
EN 61000-3-3 （ヨーロッパ）
AS/ZNS 3548 （オーストラリア/ニュ

ージーランド）
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妨害耐性

無線妨害抑制
EMC指令に準拠する電磁両立性を順守するためには、すべてのカバー
が正しく取り付けられている状態でのみ、Suprasetterを操作する必要
があります。
追加の電気裝置が接続されている場合は、無線干渉抑制要件に準拠する
ために、適切な設置と保守に関するこれらの裝置の製造元の指示に従う
必要があります。
接続する装置が欧州連合の基準適合マーク(CE)またはUKCAマークを
持ち、設置、使用、メンテナンスに関するすべての指示に準拠している
限り、無線妨害対策規定が遵守されているものとします。

FCC説明
本装置はテスト済みであり、クラスAデジタル機器の限度値に適合して
います（FCC規則第15部を参照）。これらの限度値は、本装置を商業
的な環境で使用する場合に、有害な干渉からの保護を提供します。本装
置は高周波の振動を生成および利用し、これを放射する可能性がありま
す。メーカーの指示に従わずに設置および操作された場合、無線および
テレビ受信に対して干渉を引き起こす可能性があります。本装置を住宅
環境内で使用すると、有害な干渉を引き起こす可能性があります。この
ような干渉の除去はユーザーが行うものとします。

EN 61000-6-2 （ヨーロッパ）
EN 61000-6-3 （ヨーロッパ）
EN 55024 / A1 （ヨーロッパ）
CISPR 24 （国際）
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廃棄
Suprasetterを廃棄するときは、地域の規制を遵守する必要がありま
す。Suprasetterには有害物質が含まれています。家庭ゴミとして廃棄
することはできません。認定されたゴミ処理業者に処理を委託してくだ
さい。業者の連絡先は、環境担当官庁にお問い合わせください。
廃棄については、可能な限り詳しく説明しています。装置を廃棄する場
合、廃棄時に適用される規制と法規定を遵守する義務があります。

一般的な寸法
"寸法 (mm)", ページ 67および"重量", ページ 67を参照。

有害物質
以下の表は、有害な物質を含む部品を示します。これらの部品は廃棄す
るか、個別にリサイクルする必要があります。
これらの部品がSuprasetter内のどこに位置するかは、以下の表で確認
できます。
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名称 含まれる有害物質 図番号 
（項目）

電子機器ボックス
各種電子基板
電源供給モジュール

四臭化ビスフェノールA、鉛
など
四臭化ビスフェノールA、鉛
など

7 (19)

サーボ制御 四臭化ビスフェノールA、鉛
など

6 (25)

レーザー電源モジュール 四臭化ビスフェノールA、鉛
など

7 (26)

パイロットランプ 四臭化ビスフェノールA、鉛
など

1 (24)

レーザーモジュール用接続電
子基板

四臭化ビスフェノールA、鉛
など

8 (23)

パンチ内の電子基板 四臭化ビスフェノールA、鉛
など

3 (13)

ライトバリア電子基板 四臭化ビスフェノールA、鉛
など

8 (22)

レーザーモジュール 鉛、クロム（Ⅳ）など 8 (23)

温度制御装置 タブの "冷却装置の廃棄指示", 
ページ 86を参照

6 (18)

冷却剤：グリサンチン エチレングリコール約1.5リ
ットル（タブの "グリサンチ
ンの廃棄", ページ 74を参照）

冷却回
路内

電子基板上のボタン電池 各種重金属 7 (19)
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ポリ塩化ビニールは、ケーブルカバーに使用されています。電子部品に
は難燃剤が含まれています。最新テクノロジによって、適切に装備され
た工場では熱リサイクルが可能です。

グリサンチンの廃棄
製品の廃棄時に有効なBTC Europe GmbH社の安全性データシート
「グリサンチンGLYSANTIN® G48® Ready Mix/50 blue-green also 
suitable for electric vehicles」またはンGLYSANTIN® G30® pink also 
suitable for electric vehicles」を常に遵守する必要があります。
供給者 
BTC Europe GmbH, Rheinpromenade 1, 40789 Monheim, Germany,  
電話：+49-2173-3347-0 
Eメール：btc-productsafety@btc-europe.com

リサイクル材料
以下の表は、有害な物質を含まない主な部品を示しています。これらの
部品は、環境を破壊しないリサイクルが可能です。
これらの部品がSuprasetter内のどこに位置するかは、以下の表で確認
できます。

位置 名称 材質 およそ
の重量
（kg）

図番号

1 カバープレート 塗装されたアルミニウ
ム製プレート、塗布剤
マンキービクス・アレ
キシット426-44

41 1 (1)

2 スイベルテーブル 一部がパウダーでコー
ティングされたアルミ
ニウム

50 4 (15)

3 サイドパネル アルミニウム、粉体塗
装

25 1 (3)
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4 フロントフェアリン
グ 
フロントテーブル

ポリウレタン 18 1 (4)

5 ベースフレーム 亜鉛メッキした鋼板 205 1 (5)

6 装置ベッド アルミニウム EN 573-3
EN AW 6060 T5

140 8 (22)

7 イメージングレール アルミニウム EN 573-3
EN AW 6060 T5

14
5

8

8 イメージングドラム アルミニウム EN 573-3
EN AW 6060 T5

75 8

9 パンチサポートバー アルミニウム EN 573-3
EN AW 6060 T5

16 3 (13)

各種部品：
取り付け部品
モーター
ポンプ
ケーブル
ゴム引きローラー

鋼鉄、アルミニウム、
プラスチック、鋳造ア
ルミニウム

350

位置 名称 材質 およそ
の重量
（kg）

図番号
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取り外し

位置 作業ステップ 備考

1, 3, 4, 5
図1

パネルの取り外し 上部のサイドパネル、フロント、
フロントテーブル

冷却液の排出 冷却液は、メーカーの指示に従
い、環境を破壊しないように廃棄
する必要があります。安全性デー
タシートの注意事項を遵守する必
要があります（タブの "グリサン
チンの廃棄", ページ 74を参照）。
イメージング装置と温度制御装置
から下に伸びたホースを開き、適
切な容器に液を排出します。

11
図2

装置背面にあるトランス
ポートローラーユニット
の取り外し

ユニットごとに2本のネジ

12
図3

装置正面にあるトランス
ポートローラーユニット
の取り外し

下部に2本のネジ、 
ヒンジ部分に4本のネジ。

14, 15
図4

傾斜ラックをフラット位
置まで回転し、挿入され
た2つのテーブルを引き
出して取り外します

4面にある六角ネジを緩め、下部
テーブルの安全クリップを取り除
きます。

16, 17
図5

2本の緩衝バネの取り外
し

警告：事故の危険性！バネを取り
外す前に、必ずバネクランプの向
きを変えて張力を緩めてくださ
い。

14
図4

傾斜ラックの取り外しと
分解

4本のネジ
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13
図3

パンチサポートバーの取
り外し

バネ錠を緩め、サポートバーを上
方に取り出します

20
図7

上部フレームから単一部
品を取り外します

20
図7

下部フレームから上部フ
レームを持ち上げます

8本のネジ（かすがいも同様）

18
図6

クーラーの取り外し 正面の2本のネジ

19
図7

電子機器の取り外し 2本のネジを緩め、スライドレー
ルで電子機器を引き出し、4本の
ネジを取り外します。

21
図8

ポンプの取り外し ネジ

23
図8

レーザーモジュールの取
り外し

位置だけを垂ﾉ表示できます。

22
図8

下部のフレームからイメ
ージング装置を持ち上げ
て、取り外します。
ドラムの取り外し

ドラムにはさまざまな種類の材質
が含まれています。

位置 作業ステップ 備考
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図1
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図2

11

注記：取り付け場所はローダーの種類によって異なります。 
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図3

13 12
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図4

14 15
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図5

16 17
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図6 

18
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図7

19

20

26
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図8

22 23

21
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冷却装置の廃棄指示
冷却装置は、個別に廃棄が必要な複数のコンポーネントで構成されてい
ます。装置の廃棄は、必ず専門業者によって指定箇所でのみ適切に行っ
てください。
冷却装置は3つのグループに分けることができます。
1. 電気部品、コンポーネント、すべてのケーブルタイプは分解する

ことができ、単一材質品目はリサイクルすることができます。電
気部品とコンポーネントは、リサイクルセンターで直接廃棄する
ことができます。

2. 使用できない残留物（プラスチック、絶縁材、板金部品など）
は、家庭ゴミとして処理またはリサイクルセンターで廃棄するこ
とができます。

3. 冷凍回路は、冷凍技術の認定を受けた会社が完全に廃棄する必要
があります。冷媒回路の取外しは冷媒技術専門要員にのみ行わせ
てください。 

4. 汚れた冷却水や添加剤を含んだ冷却水を下水道に流したり、下水
に混入させることはできません。冷却水は危険廃棄物に分類され、
認定された処理業者やリサイクルセンターでのみ廃棄することが
できます。

注記：すべての廃棄物は各国の環境保護規定を守って廃棄する必
要があります。

�

�
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Suprasetter A106の銘版

銘板（例）
*この領域には、各装置が取得している認証マーク（CE、EAC、
UKCA、cETLusなど）が図示される場合があります。

1

国リストにもとづく認証マ
ーク*
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FCC説明

レーザクラス1に関する注記

メインスイッチの標識

2

3

4
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配慮！インターロックが効かない場合には可動部品に注意。

配慮 －不可視レーザビーム・クラス4。 
カバーが開きインターロックが効かない場合。直接光または散乱光で目
や皮膚を照射しないよう注意してください。

危険な感電に対する警告

5!

6

7
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同梱のドキュメントを参照してください。

注意：バネは取り外す前に張力を緩めてください。

8

9
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ラベルの位置

5 6

1

2

3

7

17

9

4

8
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インデックス

安全回路 16
安全性

電気 70
機械 70

保護材 40
保護手袋 38, 40, 43
挿入テーブル 40
電磁両立性 69
妨害耐性 71
廃棄 72
合紙 38, 40
換気 29
明室操作 23
銘版 87
取り外し 76
燃焼生成物 14
乳剤面 38, 40
設置 29
設置場所 29
事故防止規定 49
手動スタートアップ 32
輸送用保護具 29
洗剤 50
洗剤溶液 50
有害物質 72
指紋 38
自動安全装置 45
自動スタートアップ 33
最初の設置さいしょのせっち
29

L Linux オペレーティングシス
テム 31

スイッチオフシーケンス 31
スイッチオンシーケンス 31

Z インストール 29
エアコン機器 29
エアフィルタの交換 62
オン / オフボタン 26, 32
クリーニングローラーのクリ
ーニング 50
サクション 14
サマルプレート 23
スタートアップ

手動 32
自動 33

ステータス表示 24
トラブルシューティング 43
ノイズ放射 70
パンチ屑の除去 58
パンチシステム 27
プレートの取り出し 43
メインスイッチ 26
リサイクル材料 74
レーザー保護管理者 14
レーザー装置 13
レーザーに関する安全上の注
意 13
レーザーに関する規格および
規定 69
レーザービーム 13, 40
レコーダのクリーニング 50
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